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暑 熟
が

乳 牛
に

及 ぼ す

影 響

1.ま え が き

沖髄の乳牛の多 くはホルスffイン恥 ､その1雅種で
ある｡その外に少しばか りどう訓順 盛のイラワラ､ショ

ー トネーン種が弁才育されて>｢るOホルスタイン種は乳牛

の王とV,われ泌乳能力ではV,ずれの品種よりも垣ってい

イン稀かその雑榎である｡

この乳牛の原産地はオランダであるが､ この原産地附

近の温度は最低 2oC､最高 17oC の問にあたるといわ

れ､この程度の気温がホルスタインには最適の気温と>､

える｡

ケラ-ft･によれば乳牛は温鑑 22oC､湿度50-90,%で

は悪影響はないが気温が 21oC以上では悪影響があると

V､う｡

このような乳牛を沖縄のように高温多湿な土地に餌育

した場合暑熱による悪影響はさけられなV,が､飼育管甥

の改童によってその影響を最少限度に防ぎ､乳牛個体の

石する能力を充分に発揮させるように務めることか肝要

である｡

琉大の松川分室で調査したこれらに関する一･部の資料

は､この間題に対して農家のさん考になると思うので､

その慨嬰を御相らせ致します｡

2.調 査 の二万う去

供式年は2頑で､A牛は 1956年4月3日生､58年10月に

初塵して､51年11月と60年10月に分娩 した｡B牛は19

54年12月生で､56年4月は初産して､58年11

月と60年10月と隔年に当場において分べんしている

(4)

Dで､ilF胤の気候には馴れていると思われるっこの維虚

Lr･2河を川いて 1960年3月よL)61iF･2月にいたる 1ヶ年に

わたって暑熱が乳牛に及ぼすLLLr･:3轡につV,て調査した.

都合によって 1ヶ年にわたって毎日は鋼套されなかっ

たので調杏した日のみにつV,てtJき許した｡

調杏は13時に 畜舎の室温と隼の体温との 閏旅を調杏

し､また必要に応じて帯舎の湿fif､牛の脈捕､呼吸数な

ども同時に調査した｡牛の符jFL王子]:･は分べん:.II.('妾は 3EAJ搾

乳であるが､普通は2回搾乳であるOすなわち一昭に搾乳

して､糾い付け､手入れ後に10帖ETtまで｢1陰のあるノ生動

場に敬朋をなし､午后は16時に搾乳､糾い伸ナをした｡

粗銅料は適宜給与した｡

畜斜j:東西に入口があり､前所1-には窓があって窓に向

って､スタンチヨンで繋適されてV,で適軋 j:腔わ良好で

あった｡

宗県は畜舎中火部の粍にか.'1たJ)封畷計により､湿蛇は

乾W,.寒瞳計にて換算し､-'Fの休 (.TTは 壌畜rH:,ul,LlにてJJr.門

r)Ijに3-5/Jlさしこんで測'/Eした.

3.室 温 の上 昇 と体 温 との関係

ケラー托等によれば牛介の快的な温Bとは 10-13oC

で､温変は40-80,%であるという｡ 沖紬7)I,'(温と湿度

は第-:)壬の通 りであ って､5月より9月更では乳牛にと

って高温多湿である｡室温が L界するにつれて隼の体温

が上昇することを認めたO調奄延uTl数 391粥について開

襟した結果は窮2表と第1(ズID通 りであったし打l'1:J壬に

は那鰯D完温状況を示してある｡



第 1 表 那 皮演と温気の覇
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にあって､39C以上かr)10つCまでを散薬 とし､10c

m 卜をrt'甜Jtと称してV,ら , 憤 ;i-卜した結果によると畜余

のLlmE]Jl至が2｣rcl二日､'の戦訓 乙は､牛の平均体温は3857-

3868で Lr'瀧 と'変りなく､24oCを.すぎると著 しく上昇し

た1宅漁が215から28つCにiiる室温では帖には395nC

を越える槻分もあるが､Ll′均休漁は3899oCであったし,

し-/)･し､28〔cu 仁の室温では平均体温は396oCで寂応

のを認めた｡これは普通のIitlmuLでは牛は碓汗､射 号など

により休tL'Lを朋節するが､ 等温が28oC以卜.もなるとこ

の調翻 くできな くな り､病的拝状を呈 して くるものと思

われろ

4)休 湿 の 月別 変 化

調在滴数延 500滴について年間の平均体温の射 ヒを調

査した結射まaJf3才壬と窮2剛 こ示した通 りであった｡

(5 )

第 1回 気温の上昇と体温の変化.
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第3表 体温の月別変化
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第 2EZ)体温の月別変化
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この調香におV,て､平均体温が 39oC以上になるのは

6月から9月までであって､この期問に体温が 95.6oC

以上になる'itrJ合は6月が31.6,00'､7月が44.0,00'､8月が

32100'､9月が308,%で乳牛は10日のうち3-1日間は

熱発した状態になることを示している0

5･1日中 の体 温 の 変 化 と脈挿及 呼

吸 数 との 関 係

前述の供試牛2頭 (泌乳E7･_R･̂牛5.4kg､ B牛132

kg)により1961年9月21日より､25日まで5日間にわ

たって､1時､5時､9時､13時､17時､21時の6回に

わたり24時間を通じて､その畜舎の温度､室温と牛の体

温､呼吸､脈はくにつV,て調査した結果は第3岡の通 り

であった｡

室温は太陽が出てくると急に上昇するが13時を最高に

して徐 に々下ってくる.

時 1 5 9 13 17 21

供拭牛 泌乳牛2頭. 5日同の平均

(6)

休息は9時頃史では室温が L昇しても徐 に々低下し､

以後披除 に々上昇して､21時折に凝血となった｡

呼吸数は体温の上昇と共に多くなるが､17時以後は少

くなることが多かったOこのjljI間における呼政教は1分

間に最低54､最高84を示し､一般にV,われる平素の呼吸

数10-30剛こくらべ非常に品V,数字を,示したO

脈はく数は-.椴に58-80といわれるが､ この期間の調

薬ではIFIci･低72巌拓108に達した｡ 脈はくと室温とは一定

の周旅を,-Rさず､9時と17時の探食経において高くなる

傾向があった｡

6.む す び そ の 対 策

本試験によっても明かなように､乳牛は暑熱に対して

非常に弱いものである｡特に6月から9月にかけての気

温は乳牛を苦しめ､乳牛はそのために泌乳儀を減じ､後

産停滞や乳房炎などの疾病にかか り易くなる｡

また､首には室温の上昇と共に体温､呼吸数､脈はくが

_l二外し勝であるから､ 健康時の生析状態 (体温､呼吸

数､脈はく､預の軒軟､蘇貌など)を悉知して､最小限に

暑熱による悪影響を防ぐよr)次の点に留意すべきでる｡

① 寓舎を涼しくするo

請合は朝夕の耗射日光がさしこむのを防ぐようにする

と共に畜舎の通風をよくする｡

湿気を少くするためには排尿､排水をよくし､しめっ

た以儀は海口より出すようにする｡

⑨ 能力の高V,乳牛の分娩は夏をさける｡

能力の高V,乳牛は特に暑さに弱V,から､特別な管理が

できない時は6月から9月までの分娩を控えるがよVIo

⑧ 良質な野生草や育メり飼料作物をl一分にGj-えられる

よう弊肺するo

夏は食慾が減退し勝であるから､夜間か甲.朝把飼い付

けすると食慾も増進する｡日中は力めて良質な青草や青

刈飼料作物を-1･/JJに与えて便泌させなV'ようにする｡

⑳ 水洗

朝夕2回全身に離水してやると一時的には体温の降下

を見るO 例えば40oCの体温で10分間のiW.･･水によって0

5oC降下するのを実験した｡夕飼する前の牛1本の水洗は

食慾増進に効果がある｡

現在､熱帯地方に飼われてV.る乳用JJ(牛やr=T]度牛は熱

さに収V'が･その能力は年7-10石にすぎなV･から､ホル

スタインに変るべき乳牛は今の所ないO管理の改善によ

って泌乳能力を卜卦に粟粒するよう力むべきであろう｡

終りに本調香に協力してくれた､親川､yl鍔､嶺井の

三君にお礼申しあげますO (宮 城 雅 夫)


